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本
研
究
は
特
定
研
究
「
江
戸
の
モ
ノ
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
、
平
成
一
五
年
か
ら
岡
山
県
邑
久
郡
邑
久
町
に
十
代
続
い
た

医
家
中
島
家
の
史
料
を
調
査
し
、
そ
の
目
録
を
作
り
、
史
料
の

意
義
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は

予
備
調
査
の
段
階
で
あ
る
の
で
、
調
査
結
果
の
一
部
の
報
告
に

と
ど
め
る
。

中
島
家
の
現
在
の
当
主
中
島
洋
一
氏
は
、
医
家
と
し
て
九
代

目
で
あ
り
、
現
在
、
岡
山
市
妹
尾
に
「
な
か
じ
ま
病
院
」
を
経

営
さ
れ
て
い
る
。
先
代
ま
で
邑
久
郡
邑
久
町
で
中
島
医
院
を
経

営
さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
同
家
に
医
史
料
と
し
て
残
る
も
の
は

ほ
と
ん
ど
八
代
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

史
料
の
特
色
は
大
別
し
て
、
①
診
療
関
係
の
文
書
、
家
族
の

Ｉ
‐
２
岡
山
県
邑
久
郡
中
島
家
史
料
調
査
報

生
ロ
（
一
）

ワ
』

中
山
学
・
黒
澤
学
・
酒
井
シ
ヅ

ｎ
法
政
大
学
大
学
院

印
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室

記
録
、
趣
味
、
学
業
の
文
書
類
と
書
翰
、
②
医
書
、
儒
教
、
文

学
、
宗
教
関
係
の
書
物
③
医
療
器
機
、
売
薬
の
版
木
な
ど
の
器

物
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
は
す
べ
て
中
島
の
歴
代
の
医
師
や
そ
の
家
族

が
伝
承
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、
外
部
か
ら
史
料
と
し
て
取

得
し
た
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
医
書
は
歴
代
に
わ
た
っ
て

学
習
し
た
も
の
で
あ
り
、
文
書
に
は
邑
久
村
で
行
わ
れ
て
き
た

医
療
の
実
態
を
語
る
文
言
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
器
物
に
は
、

中
島
家
が
販
売
し
た
売
薬
の
版
木
が
多
数
あ
る
が
、
そ
れ
は
家

伝
の
売
薬
の
包
装
紙
や
宣
伝
用
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
医

家
が
販
売
し
た
売
薬
の
種
類
、
効
能
、
値
段
、
成
分
な
ど
の
詳

細
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
と
一
般
に
流
布
し
た
売
薬
と

を
比
較
す
る
と
、
地
域
で
販
売
さ
れ
る
売
薬
の
役
割
を
知
る
手

が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。

同
家
の
医
書
は
も
っ
と
も
古
い
も
の
で
慶
安
年
間
の
も
の
で

あ
る
。
新
し
い
も
の
は
明
治
以
後
の
刊
本
で
あ
る
。
こ
の
な
か

で
注
目
す
る
の
は
『
解
体
新
耆
」
お
よ
び
蘭
学
関
係
の
医
書
で

あ
る
。
し
か
し
、
標
準
的
な
漢
方
の
医
書
も
そ
ろ
っ
て
い
る
。

し
か
も
刊
本
が
多
い
。
こ
れ
ら
か
ら
漢
蘭
折
衷
で
あ
っ
た
こ
と
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が
読
み
取
れ
る
。

と
こ
ろ
で
一
族
の
系
譜
を
み
る
と
、
大
工
職
で
あ
っ
た
中
島

多
四
郎
友
行
（
ｌ
享
保
七
年
〔
一
七
二
二
〕
）
が
始
祖
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
次
の
世
代
か
ら
当
主
が
十
代
に
わ
た
っ
て
医
業
を

営
ん
で
き
た
。

そ
の
医
家
の
系
譜
は
左
の
と
お
り
で
あ
る

医
門
一
世
中
島
友
三
…
貞
享
二
年
～
宝
暦
七
年
（
一
六
八
五

’
一
七
五
七
）

二
世
中
島
玄
古
：
・
正
徳
五
年
～
寛
政
一
年
（
一
七
一
五
’
一

七
八
九
）

三
世
中
島
宗
仙
：
・
安
永
三
年
～
天
保
十
一
年
（
一
七
七
四
’

一
八
四
○
）
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
長
崎
遊
学
。

四
世
中
島
友
玄
…
文
化
五
年
～
明
治
九
年
二
八
○
八
’
一

八
七
六
）
、
天
保
三
年
二
八
三
二
）
京
都
遊
学
。

五
世
中
島
玄
章
…
天
保
六
年
～
安
政
七
年
（
一
八
三
五
’
一

八
六
○
）

（
一
八
四
二
’
一
八
力

る
。
岡
山
医
学
館
卒

六
世
中
島
折
乙
（
た
も
つ
）
・
・
・
天
保
十
三
年
～
明
治
三
十
一
年

八
四
二
’
一
八
九
八
）
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
養
子
と
な

七
世
中
島
一
大
…
明
治
二
年
～
昭
和
三
年
二
八
六
九
’
一

九
二
八
）
、
明
治
三
十
七
年
二
九
○
四
）
日
露
戦
役
従
軍
。
愛

知
医
学
校
卒
。

八
世
中
島
達
二
…
明
治
三
十
七
年
～
昭
和
五
十
九
年
二
九

○
四
’
一
九
八
四
）
、
昭
和
六
年
二
九
三
二
岡
山
医
科
大
学

衣
十
Ｏ

九
世
中
島
洋
一
…
昭
和
十
年
二
九
三
五
）
～
、
昭
和
三
十

六
年
二
九
六
○
）
岡
山
大
学
医
学
部
卒
。

十
世
中
島
祐
一
…
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
～
、
平
成

六
年
二
九
九
四
）
福
岡
大
学
医
学
部
卒
。

な
お
、
家
譜
に
よ
る
と
、
江
戸
初
期
の
一
族
に
は
医
師
の
ほ

か
は
神
職
、
僧
侶
が
多
か
っ
た
。
そ
の
子
孫
と
の
姻
戚
関
係
が

の
ち
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
関
係
者
が
中
島
家
と
共

に
、
邑
久
町
地
域
の
支
配
層
を
形
成
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。


